高学年用　　　 　　ふり返りシート　～洪水災害編～
　　　　　　　　　小学校　　　年　　組　名前　　　　　　　　　　

①　洪水ハザードマップを見ると得られる情報として、まちがっているもの１つに×をつけましょう。
　（　）　どこまで水が広がるのか。　水がなくなる時間は、環境やどのくらいの水量・水深等にもよるため、ハザードマップではわかり得ない。

　（×）　どのくらいの時間で水がなくなるか。
　（　）　どのくらいの深さまで水につかるか。
（　）　避難場所はどこか。

②　非常持ち出し品として、どのようなものを準備しておけばよいでしょうか。まちがっているもの１つに×をつけましょう。　非常持ち出し品は、あまり重いと避難行動に支障が出る。女性で10kg程度が目安とされるため、生活する上で必要最低限の物品を準備しておくことを押さえたい。

　（×）　ノート、本
　（　）　水、非常食
　（　）　ライト、電池
　（　）　衣類

③　川がなかった場合、私たちの生活に出る影響として、まちがっているもの１つに×をつけましょう。
　（　）　工場用水がなくなる。
　（　）　新潟県の特産品（米や酒等）がなくなる。
　（　）　生活に必要な水がなくなり、不便になる。
　（×）　特に影響はない。

④　ある土曜日、お家の人は仕事に行きました。そのため、一人で留守番をしていました。昼前から大雨になり、防災放送からは、「川があふれそうなので注意してください。」としきりに聞こえてきます。時計を見ると、午後４時30分です。
[bookmark: _GoBack]　　この後は、どうしたらよいでしょう。正しいものに○をつけましょう。
　（　）　すぐに学校に行って、誰かいないかさがす。
　（　）　川の近くにある友達の家に行って、寄せてもらう。
　（○）　２階に上がり、テレビや防災放送等で情報を集める。
（　）　自転車に乗って、お家の人の仕事場に急いで行く。
　夕方であり、外はどんどん暗くなる。子ども一人でむやみに動き回ると非常に危険である。そのため、なるべく高い所に留まり、情報収集に努めることが重要である。

☆　防災についての学習を通して思ったことや考えたことを書きましょう。



